
道
家
新

メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
の
考
察

ー
兼
ね
て
『
易
』
繋
辞
傳
は
道
家
の
著
作
に
非
ざ
る
を
論
ず
ー

周

　
桂
釦
　
著

石
　
立
善
　
課

は

じ
め
に

1

　
近

年
、
道
家
を
研
究
す
る
人
が
多
く
、
公
表
さ
れ
た
研
究
成
果
も
非
常
に
多
い
。
こ
れ
は
喜
ば
し
い
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
一
部

の

研
究

は

道
家
の
重
要
性
を
強
調
す
る
と
同
時
に
、
つ
と
め
て
道
家
の
陣
螢
を
披
大
し
よ
う
と
し
て
、
從
來
の
見
方
で
は
儒
家
に
属

す

る
一
部
の
人
物
や
著
作
を
道
家
に
牧
め
入
れ
て
、
道
家
の
新
メ
ン
バ
ー
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。
從
來
の
見
方
が
い
つ
ま
で
も
愛
わ

ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
を
饗
え
る
に
は
確
か
な
理
由
や
十
分
な
根
撞
が
必
要
で
あ
る
。
根
櫨
が
十
分
で
あ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
や
考
察
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
考
察
の
際
に
方
法
論
の
問
題
に
も
注
意
を
沸
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
本
稿

で

は
、
近
年
道
家
の
陣
螢
に
新
し
く
吸
牧
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
封
し
て
、
資
格
審
査
を
行
い
、
考
察
し
た
上
で
私
見
を

述
べ
、
道
家
研
究
者
の
参
考
に
供
し
た
い
。



、

「
道
」
を
語
る
者
は
す
な
わ
ち
道
家
か

　

こ
の
よ
う
に
問
題
提
起
す
る
こ
と
を
專
門
家
に
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、
確
か
に
、
「
道
」
を
語
る
者
は
す
な
わ

ち
道
家
な
り
、
と
い
う
方
法
論
で
研
究
す
る
人
が
い
る
か
ら
だ
。

　
前
漢
初
め
の
思
想
家
陸
質
は
高
祖
の
劉
邦
に
封
し
、
よ
く
『
詩
』
や
『
書
』
を
説
い
て
稻
賛
し
た
の
で
ω
、
當
時
の
重
要
な
儒
家

の

一
人

と
見
な
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
作
で
あ
る
『
新
語
』
は
從
來
儒
家
の
著
作
に
列
せ
ら
れ
て
き
た
。
二
千
除
年
以
來
、
陸
買
は
儒

家
と
公
認
さ
れ
、
疑
う
人
は
い
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
最
近
、
陸
質
を
前
漢
の
新
道
家
で
あ
る
と
考
え
る
研
究
者
が
い
る
。
こ
こ
に

お

い

て
、
わ
れ
わ
れ
は
陸
買
の
資
格
問
題
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
考
察
し
て
み
た
い
。

　
陸
質
が
新
道
家
と
認
定
さ
れ
た
重
要
な
根
擦
の
一
つ
は
、
そ
の
代
表
作
な
る
『
新
語
』
首
篇
の
篇
名
「
道
基
」
に
あ
る
。
「
こ
の

篇

名
は
、
作
者
が
道
が
天
地
萬
物
の
基
礎
で
、
事
物
の
本
源
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
そ
れ
は
『
老
子
』
が
い
う
『
天
地
の

始

め
』
や
『
萬
物
の
母
』
ω
の
意
味
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
（
一
）
。
こ
の
篇
名
に
は
「
道
」
の
文
字
が
あ
り
、
さ

ら
に
篇
名
の
「
道
基
」
は
「
道
は
天
地
萬
物
の
基
礎
で
あ
る
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
傍
点
は
著
者
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
陸
買
は

道
家
に
吸
牧
さ
れ
、
そ
の
新
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
認
定
の
根
擦
が
十
分
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
ま
ず
「
道
基
」
の
理
解
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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道
基
篇
は

冒
頭
に
そ
の
旨
を
示
し
て
い
る
。

傳
に
日
く
、
天
は
萬
物
を
生
じ
、
地
を
以
て
之
を
養
い
、
聖
人
之
を
成
す
。

傳

日
、
天
生
萬
物
、
以
地
養
之
、
聖
人
成
之
。
功
徳
参
合
、
而
道
術
生
焉
。

功
徳
参
合

し
、
而
し
て
道
術
こ
れ
よ
り
生
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か
ら

　
萬
物
は
天
に
よ
つ
て
生
ず
る
、
と
い
う
の
は
道
家
の
観
黙
で
は
な
い
。
さ
ら
に
道
術
は
天
、
地
、
聖
人
の
功
徳
の
三
つ
合
わ
せ
に

よ
つ
て
生
ず
る
と
い
う
こ
と
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
道
家
は
道
が
天
地
萬
物
を
生
む
と
考
え
る
か
ら
だ
。
で
は
、
こ
の
文
章
の
所
謂

「
道

基
」
と
は
一
艘
い
か
な
る
「
道
」
な
の
か
。
文
章
の
最
後
の
一
段
に
陸
質
の
結
論
が
見
え
る
の
で
、
績
け
て
以
下
に
抄
録
す
る
。

一 3一

　
骨

肉
は
仁
を
以
て
親
し
み
、
夫
婦
は
義
を
以
て
合
し
、
朋
友
は
義
を
以
て
信
じ
、
君
臣
は
義
を
以
て
序
し
、
百
官
は
義
を
以
て

承

く
。
曾
・
関
は
仁
を
以
て
大
孝
を
成
し
、
伯
姫
は
義
を
以
て
至
貞
を
建
つ
。
國
を
守
る
者
は
仁
を
以
て
堅
固
に
し
、
君
を
佐
く

る
者
は
義
を
以
て
傾
か
ず
。
君
は
仁
を
以
て
治
め
、
臣
は
義
を
以
て
平
ら
げ
、
郷
薫
は
仁
を
以
て
悔
拘
た
り
、
朝
廷
は
義
を
以
て

便
便

た
り
。
美
女
は
貞
を
以
て
其
の
行
い
を
顯
か
に
し
、
烈
士
は
義
を
以
て
其
の
名
を
囮
か
に
す
。
陽
氣
は
仁
を
以
て
生
じ
、
陰

節
は

義

を
以
て
降
る
。
鹿
鳴
は
仁
を
以
て
其
の
群
を
求
め
、
關
碓
は
義
を
以
て
其
の
雄
に
鳴
く
。
『
春
秋
』
は
仁
義
を
以
て
度
絶

し
、
『
詩
』
は
仁
義
を
以
て
存
亡
す
。
乾
坤
は
仁
を
以
て
和
合
し
、
八
卦
は
義
を
以
て
相
承
け
、
『
書
』
は
仁
を
以
て
九
族
を
叙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
つ
な

し
、
君
臣
は
義
を
以
て
忠
を
制
す
。
『
禮
』
は
仁
を
以
て
節
を
蓋
し
、
『
樂
』
は
禮
を
以
て
升
降
す
。
仁
な
る
者
は
、
道
の
紀

な
り
。
義
な
る
者
は
、
聖
の
學
な
り
。
之
を
學
ぶ
者
は
明
け
く
、
之
を
失
う
者
は
昏
く
、
之
に
背
く
者
は
亡
ぶ
。
力
を
陳
べ
列
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

就

く
に
、
義
を
以
て
功
を
建
つ
。
師
旅
行
陣
は
、
仁
を
徳
て
固
め
を
爲
し
、
義
に
杖
り
て
彊
し
。
調
氣
養
性
し
、
仁
者
は
壽
長
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

美
才
次
徳
し
、
義
者
は
行
い
方
し
。
君
子
は
義
を
以
て
相
褒
し
、
小
人
は
利
を
以
て
相
欺
く
。
愚
者
は
カ
を
以
て
相
齪
れ
、
賢
者

は
義

を
以
て
相
治
む
。
『
穀
梁
博
』
に
日
く
、
「
仁
者
は
治
を
以
て
親
し
み
、
義
者
は
利
を
以
て
尊
し
」
と
。
萬
世
齪
れ
ざ
る
は
、

仁
義

の

治
む

る
所
な
れ
ば
な
り
。

　
骨

肉
以
仁
親
、
夫
婦
以
義
合
、
朋
友
以
義
信
、
君
臣
以
義
序
、
百
官
以
義
承
。
曾
・
関
以
仁
成
大
孝
、
伯
姫
以
義
建
至
貞
、
守

國
者
以
仁
堅
固
、
佐
君
者
以
義
不
傾
。
君
以
仁
治
、
臣
以
義
平
、
郷
薫
以
仁
悔
拘
、
朝
廷
以
義
便
便
。
美
女
以
貞
顯
其
行
、
烈
士

以
義
固
其
名
ω
。
陽
氣
以
仁
生
、
陰
節
以
義
降
。
鹿
鳴
以
仁
求
其
群
、
關
碓
以
義
鳴
其
雄
。
『
春
秋
』
以
仁
義
疑
絶
、
『
詩
』
以
仁

義
存
亡
。
乾
坤
以
仁
和
合
、
八
卦
以
義
相
承
、
『
書
』
以
仁
救
九
族
、
君
臣
以
義
制
忠
。
『
禮
』
以
仁
蓋
節
、
『
樂
』
以
禮
升
降
。

仁
者
、
道
之
紀
。
義
者
、
聖
之
學
。
學
之
者
明
、
失
之
者
昏
、
背
之
者
亡
。
陳
力
就
列
、
以
義
建
功
。
師
旅
行
陣
、
徳
仁
爲
固
、

伎

義
而
彊
。
調
氣
養
性
、
仁
者
壽
長
、
美
才
次
徳
、
義
者
行
方
。
君
子
以
義
相
褒
、
小
人
以
利
相
欺
。
愚
者
以
力
相
齪
、
賢
者
以

義
相
治
。
『
穀
梁
傳
』
日
、
「
仁
者
以
治
親
、
義
者
以
利
尊
。
」
萬
世
不
齪
、
仁
義
之
所
治
也
。
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陸
買
は

こ
の
話
の
中
で
十
七
の
「
仁
」
の
字
と
二
十
二
の
「
義
」
の
字
を
用
い
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
や
視
鮎
か
ら
仁
義
の
重
要
性
を

力

説

し
た
。
最
後
に
得
た
結
論
は
「
萬
世
齪
れ
ざ
る
は
、
仁
義
の
治
む
る
所
な
れ
ば
な
り
」
と
い
う
。
文
中
に
言
及
し
た
書
物
に
は

『
春
秋
』
、
『
詩
』
、
『
書
』
、
『
禮
』
、
『
樂
』
及
び
『
穀
梁
傳
』
が
あ
り
、
す
べ
て
は
儒
家
の
経
傳
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
仁
な
る
者
は

　
　
も
と
つ
な

道

の

紀

な
り
」
と
い
う
一
句
が
見
え
る
。
陸
買
は
仁
義
が
「
治
道
」
の
基
礎
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
、
理
解
で
き
る
の
で
は
な



か

ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
思
想
は
當
然
道
家
思
想
と
は
大
い
に
蓬
庭
が
あ
る
の
で
あ
る
。
陸
買
の
い
う
こ
の
「
道
」
は
、
天
下
を
治

め

る
仁
義
の
道
で
あ
り
、
儒
家
の
傳
統
的
な
道
で
、
道
家
が
天
地
萬
物
の
本
源
と
し
て
捉
え
る
く
だ
ん
の
「
道
」
で
は
な
い
。
「
道

基
」
が
實
際
指
す
と
こ
ろ
は
治
道
の
根
底
が
仁
義
に
あ
り
、
「
道
は
天
地
萬
物
の
基
礎
で
あ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。

從
っ
て
、
陸
賀
の
「
道
基
」
篇
は
道
家
へ
の
入
門
謹
明
に
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
陸
買
は
漢
代
新
道
家
と
な
る
資
格
は
な
い
。

　

ま
た
、
一
部
の
研
究
者
が
前
漢
の
董
仲
箭
も
道
家
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
董
仲
辞
は
道
家
と
な
る
資
格
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
董
仲
野
は
漢
の
景
帝
の
時
に
儒
家
の
経
典
で
あ
る
『
春
秋
』
を
研
究
し
、
『
公
羊
傳
』
の
博
士
に
な
っ
た
の
で
あ
る
＠
。
漢

の

武

帝
の
策
問
に
封
う
る
文
章
の
中
で
孔
子
の
儒
家
を
以
て
天
下
の
人
々
の
思
想
を
統
一
す
る
こ
と
を
唱
え
、
「
諸
の
六
藝
の
科
・

孔
子

の

術
に

在

ら
ざ
る
者
は
、
皆
其
の
道
を
絶
ち
、
並
び
に
進
め
し
む
る
こ
と
勿
か
れ
」
と
い
う
（
二
）
。
ま
た
、
三
篇
の
封
策
の

中
で
合
計
十
九
回
も
孔
子
に
言
及
し
、
さ
ら
に
多
く
の
箇
所
で
儒
家
の
経
典
『
詩
』
や
『
書
』
、
『
春
秋
』
及
び
『
論
語
』
に
鯛
れ

て

い

る
。
董
仲
辞
に
學
ん
だ
こ
と
が
あ
る
司
馬
遷
は
彼
を
『
史
記
』
儒
林
列
傳
に
列
し
、
班
固
は
『
漢
書
』
の
中
で
董
仲
野
を
「
群

儒

の

首
」
6
や
「
儒
者
の
宗
」
佑
と
稻
し
た
よ
う
に
、
董
仲
辞
は
漢
代
の
著
名
な
儒
家
的
代
表
人
物
で
あ
る
。
後
漢
の
王
充
は
「
文

王
の

文
は

孔

子
に

在
り
、
孔
子
の
文
は
仲
辞
に
在
り
」
と
い
い
（
三
）
、
董
仲
箭
を
孔
子
學
説
の
正
統
直
傳
と
見
な
し
て
い
る
。
南

宋

の
大

儒
朱
子
は
董
仲
箭
を
「
醇
儒
」
と
稻
し
た
σ
。
後
世
の
人
は
ま
た
彼
を
孔
子
廟
の
陪
祀
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
近
代
の
康
有

爲
は

「
董
子
に

因
り
て
以
て
『
公
羊
』
に
通
じ
、
『
公
羊
』
に
因
り
て
以
て
『
春
秋
』
に
通
じ
、
『
春
秋
』
に
因
り
て
以
て
『
六
経
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

に

通

じ
て
、
而
し
て
孔
子
の
道
を
窺
う
」
、
「
若
し
董
生
に
微
か
り
せ
ば
、
安
く
從
り
復
た
孔
子
の
大
道
を
窺
わ
ん
」
と
い
う
（
四
）
。

つ
ま
り
、
董
仲
野
の
學
説
に
よ
っ
て
「
孔
子
の
道
を
窺
う
」
と
す
れ
ば
、
そ
の
學
説
が
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
孔
子
の
道

を
窺
」
え
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
董
仲
借
が
漢
代
の
大
儒
で
あ
る
こ
と
は
、
歴
代
異
議
が
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
今
日
は
、
董
仲
辞
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が

新
道

家
で
あ
る
と
い
い
出
し
た
研
究
者
が
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
董
仲
辞
が
「
天
饗
わ
ら
ず
、
道
も
亦
た
饗
わ
ら
ず
」
⑧
と

い

っ

た

か

ら
で
あ
る
。
研
究
者
は
こ
の
「
天
」
と
「
道
」
は
い
ず
れ
も
道
家
の
概
念
だ
と
考
え
て
い
る
。
從
っ
て
、
董
仲
箭
が
儒
術

を
猫
尊
す
る
こ
と
を
唱
え
た
結
果
、
「
中
國
の
傳
統
文
化
に
お
け
る
道
家
思
想
の
主
幹
的
地
位
を
確
立
し
た
」
と
結
論
づ
け
て
い
る

（
五
）
。
し
か
し
、
董
仲
野
は
「
道
愛
わ
ら
ず
」
と
い
っ
た
だ
け
で
、
道
家
に
な
る
資
格
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
孔
子
は
「
道
同

じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
相
爲
に
謀
か
ら
ず
」
と
い
う
（
六
）
。
諸
子
百
家
は
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
「
道
」
を
持
ち
、
互
い
に
同
じ
で
は
な
い
。

道
家
の
「
道
」
は
天
地
萬
物
を
派
生
す
る
宇
宙
の
本
源
で
、
そ
の
哲
學
は
「
道
一
元
論
」
で
あ
る
。
そ
の
他
の
各
家
に
お
け
る
「
道
」

は

い
ず
れ

も
宇
宙
の
本
源
と
し
て
の
概
念
で
は
な
い
。
こ
れ
は
道
家
と
そ
の
他
の
諸
家
が
「
道
」
を
語
る
際
の
根
本
的
違
い
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

　
陸
買
は
「
道
は
天
地
に
本
つ
く
」
と
い
う
思
想
を
主
張
し
、
「
道
は
天
地
に
本
つ
か
ざ
れ
ば
、
言
う
べ
く
も
行
う
べ
か
ら
ず
、
聴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
も
と

く
べ
く
も
傳
う
べ
か
ら
ず
、
口
翫
ぶ
べ
く
も
大
い
に
用
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
い
う
（
七
）
。
つ
ま
り
董
仲
辞
は
「
道
の
大
原
は

天

よ
り
出
で
」
、
「
聖
人
は
天
に
法
り
て
而
し
て
道
を
立
つ
」
（
八
）
と
い
っ
た
。
陸
・
董
の
雨
者
と
も
天
地
は
道
よ
り
も
も
っ
と
根

本

的
な
存
在
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
、
ど
う
し
て
「
道
は
宇
宙
の
本
源
で
あ
る
」
こ
と
を
主
旨
と
す
る
道
家
陣
螢
に
加
入
す
る

資
格
が
あ
ろ
う
か
。

6

二
、
一
つ
の
概
念
で
道
家
と
確
謹
で
き
る
か



　

こ
れ
も
ま
た
問
題
に
な
ら
ぬ
問
題
の
よ
う
だ
が
、
實
際
は
す
で
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
學
界

は

秦
漢
時

代
に

は

黄
老
學
派
が
存
在
し
、
そ
の
學
派
が
自
然
無
爲
を
主
張
す
る
、
と
公
認
し
て
い
る
。
從
っ
て
、
一
部
の
研

究

者
は

「
無

爲
」
と
い
う
概
念
を
黄
老
の
學
、
秦
漢
の
新
道
家
の
レ
ッ
テ
ル
と
見
な
し
て
い
る
。
勿
論
、
「
無
爲
」
を
唱
え
た
思
想

家
の
多
く
は
黄
老
學
派
に
属
し
、
あ
る
い
は
道
家
思
想
の
影
響
を
か
な
り
受
け
た
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
決
し
て
「
無
爲
」
に
言
及

す

る
だ
け
で
道
家
な
り
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
。
具
髄
的
な
人
物
に
つ
い
て
、
具
髄
的
な
分
析
を
行
い
、
考
察
に
注
意
を
梯
い
、

偽
物

を
謹
ん
で
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
例

え
ば
、
前
文
で
取
り
上
げ
た
陸
買
。
彼
は
歴
代
の
人
々
に
公
認
さ
れ
て
き
た
儒
家
で
あ
る
。
彼
は
『
新
語
』
の
中
に
お
い
て
、

「
無

爲
」
と
題
す
る
文
も
撰
し
た
。
こ
れ
で
陸
買
が
新
道
家
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
深
く
調
べ
る
必

要
が
あ
る
。

　
陸
買
は
『
新
語
』
無
爲
篇
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
い
う
。
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夫

れ
道
は
無

爲
よ
り
大
な
る
は
な
く
、
行
い
は
謹
敬
よ
り
大
な
る
は
な
し
。
何
を
以
て
之
を
言
う
や
。
昔
、
虞
舜
の
天
下
を
治

む

る
や
、
五
絃
の
琴
を
弾
き
、
南
風
の
詩
を
歌
い
、
寂
と
し
て
治
國
の
意
無
き
が
若
く
、
漠
と
し
て
民
を
憂
う
る
心
無
き
が
若
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

し
て
天
下
治
ま
る
。
周
公
は
禮
樂
を
制
作
し
、
天
地
を
郊
し
、
山
川
を
望
り
、
師
旅
設
け
ず
、
刑
は
格
か
れ
、
法
は
懸
け
ら
れ
、

而

し
て
四
海
の
内
、
奉
供
し
て
來
榛
し
、
越
裳
の
君
、
謹
を
重
ね
て
來
朝
す
。
故
に
無
爲
な
る
は
、
乃
ち
爲
さ
ざ
る
無
き
な
り
。

　
夫
道

莫
大
於
無
爲
、
行
莫
大
於
謹
敬
。
何
以
言
之
。
昔
虞
舜
治
天
下
、
弾
五
絃
之
琴
、
歌
南
風
之
詩
、
寂
若
無
治
國
之
意
、
漠



若
無

憂
民
之
心
、
然
天
下
治
。
周
公
制
作
禮
樂
、
郊
天
地
、

之

君
重
詳
來

朝
。
故
無
爲
也
、
乃
無
（
不
）
⑲
爲
也
。

望

山
川
、
師
旅
不
設
、
刑
格
法
懸
、
而
四
海
之
内
奉
供
來
操
、
越
裳

　
以

下
、
箇
條
分
析
を
行
っ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
「
無
爲
」
を
語
る
者
に
は
、
道
家
が
あ
り
、
儒
家
も
あ
る
。
例
え
ば
、
孔
子
は
「
無
爲
に
し
て
治
ま
る
者
は
、
其
れ
舜
な

る
與
。
夫
れ
何
を
か
爲
さ
ん
哉
。
己
を
恭
し
く
し
て
正
し
く
南
面
す
る
の
み
」
と
い
う
（
九
）
。
從
っ
て
、
「
無
爲
」
を
語
る
者
は

つ
ま
り
道
家
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

　
次
に
、
黄
老
道
家
が
崇
拝
し
て
い
る
封
象
は
黄
帝
と
老
子
で
あ
る
が
、
儒
家
が
崇
拝
し
て
い
る
の
は
尭
、
舜
、
禺
、
湯
、
文
王
、

武

王
、
周
公
で
あ
る
。
陸
買
は
無
爲
を
語
る
際
、
舜
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
は
孔
子
の
見
解
と
一
致
し
、
陸
質
が
儒
家
の
「
無
爲
」

説

を
受
け
纏
い
だ
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
そ

の

三
、
陸
買
は
「
周
公
は
禮
樂
を
制
作
し
」
た
と
い
い
、
こ
の
こ
と
も
「
無
爲
」
の
典
型
的
事
例
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も

道

家
と
は
無
縁
で
あ
る
。
そ
れ
は
道
家
は
「
禮
樂
を
制
作
す
」
る
こ
と
に
反
封
し
て
い
る
か
ら
だ
。
彼
ら
は
「
禮
な
る
者
は
、
齪
の

首

な
り
」
　
　
「
五
音
は
人
の
耳
を
し
て
聾
な
ら
し
む
」
（
十
）
と
考
え
て
い
る
。

　
そ

の

四
、
陸
買
の
理
想
は
威
信
や
人
望
の
あ
る
朝
廷
を
建
て
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
四
海
の
内
、
奉
供
し
て
來
壊
し
、
越
裳

の

君
、
謹
を
重
ね
て
來
朝
す
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
『
老
子
』
が
望
む
「
小
國
寡
民
」
、
「
鶏
犬
の
聲
相
聞
こ
え
、
民
老
死
に
至
る
ま

で
、
相
往
來
せ
ず
」
（
十
一
）
と
い
う
社
會
で
は
な
い
。

　
最

後
に
陸
質
の
「
無
爲
」
篇
は
秦
王
の
残
虐
や
奢
移
に
反
封
し
、
仁
義
や
教
化
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
文
章
の
終
わ
り
に
孔
子
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の

言
葉

を
引
い
て
い
う
。
「
風
を
移
し
俗
を
易
う
る
は
、
貴
家
ご
と
に
之
に
至
ら
ん
哉
。
之
を
身
に
先
に
せ
ん
の
み
」
…
と
。
つ
ま

り
、
風
俗
を
変
え
る
と
は
、
家
々
を
訪
ね
て
説
得
し
た
り
勧
告
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
模
範
的
力
量
に
頼
る
の
で

あ
る
。
黄
老
道
家
の
所
謂
「
無
爲
」
は
人
爲
的
に
公
務
に
介
入
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
曹
参
が
「
黄
老
術
」
を
用
い
て
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

と
と
言
え
ば
、
「
事
に
事
め
ず
」
、
「
事
を
治
め
ず
」
（
十
二
）
、
日
夜
醇
酒
を
飲
み
、
酔
っ
た
ま
ま
で
大
聲
で
歌
う
こ
と
で
あ
る
伽
。

誰
か
が

彼
に

公
務
に

働
む

よ
う
に
と
勧
告
し
た
ら
、
殴
ら
れ
て
し
ま
う
。
。
儒
家
と
道
家
の
無
爲
は
極
め
て
大
き
な
差
異
が
あ
り
、

同
日
の
論
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
實
際
、
儒
家
の
「
無
爲
」
は
「
其
の
身
正
し
け
れ
ば
、
令
せ
ず
し
て
行
わ
る
」
（
十
三
）
こ
と
を

い
う
の
で
あ
る
。

　
上
で
分
析

し
た
よ
う
に
、
陸
買
が
「
無
爲
」
に
つ
い
て
語
る
の
は
黄
老
道
家
の
思
想
で
は
な
く
、
孔
子
の
儒
家
思
想
を
受
け
縫
い

だ
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
從
っ
て
、
彼
は
「
無
爲
」
を
語
っ
た
が
、
新
道
家
そ
の
も
の
だ
と
は
讃
明
で
き
な
い
。

　
ま
た
例
え
ば
、
精
氣
説
は
稜
下
の
道
家
の
「
特
有
物
」
で
、
「
精
氣
」
に
言
及
す
る
書
物
は
き
っ
と
道
家
の
著
作
に
違
い
な
い
と
、

考
え
て
い
る
人
が
い
る
。
從
來
の
見
方
と
し
て
は
、
『
周
易
』
は
儒
家
の
経
典
で
あ
り
、
「
繋
辞
」
な
ど
の
十
博
ま
た
は
「
十
翼
」

と
も
呼
ば
れ
る
作
品
は
す
べ
て
儒
家
の
著
作
と
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
、
「
繋
辞
傳
」
の
中
の
精
氣
説
は
ほ
か
で
も
な
く
稜
下
の
道

家
の
代
表
作
『
管
子
』
四
篇
を
措
承
し
て
で
き
た
も
の
で
、
そ
れ
が
「
繋
蕎
傳
」
が
稜
下
の
道
家
の
作
た
る
第
一
の
確
讃
で
あ
る
と

指
摘
す

る
文
章
が
あ
る
（
十
四
）
。

　
縫
承

を
い
う
か
ら
に
は
、
必
ず
前
後
の
問
題
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
張
岱
年
氏
の
考
誰
に
よ
る
と
、
「
繋
辞
傳
」
の
若
干
の
章
節

は

戦

國
時
代
の
前
半
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
『
管
子
』
四
篇
が
完
成
さ
れ
た
の
は
『
老
子
』
以
後
、
筍
子
以
前
の
は
ず
で
あ
る
。
一

方
、
『
老
子
』
は
恐
ら
く
戦
國
時
代
の
前
半
に
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
（
十
五
）
。
も
し
張
氏
の
考
謹
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
『
管
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子
』
四
篇
の
成
立
は
「
繋
辞
傳
」
よ
り
早
ま
る
こ
と
は
な
い
。
せ
い
ぜ
い
同
じ
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
「
繋
辞

博
」
が
『
管
子
』
四
篇
を
纏
承
し
た
と
断
定
で
き
よ
う
か
。

　

「
繋

辞
傳
」
の
中
に
は
「
精
氣
」
と
い
う
言
葉
は
た
だ
一
回
し
か
見
え
な
い
。
。
仮
に
論
者
の
旨
に
よ
り
、
「
繋
鮮
傳
」
は
稜
下

道

家
の
「
特
有
物
」
を
縫
承
し
た
と
し
よ
う
。
な
ら
ば
、
「
繋
辞
傳
」
は
儒
家
の
創
始
者
孔
子
の
言
葉
を
引
い
て
述
べ
る
の
は
二
十

敷

箇
所
に
達
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
論
讃
に
使
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
の
事
實
に
よ
つ
て
「
繋
辞
傳
」
は
儒
家
著

作
で

あ
る
こ
と
を
讃
明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
般
的
に
、
あ
る
言
葉
は
用
い
ら
れ
始
め
た
ば
か
り
の
頃
は
、
そ
の
使
用
頻
度
が
割
と
少
な
い
が
、
流
行
っ
て
か
ら
は
、
使
用
頻

度
が

絶
え
ず
高
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
漢
の
董
仲
針
が
「
元
氣
」
と
い
う
言
葉
を
か
な
り
早
く
使
っ
た
が
、
そ
の
著

述
に

は

二
回

し
か
現
れ
て
い
な
い
o
。
後
漢
に
な
る
と
、
「
元
氣
」
は
流
行
る
よ
う
に
な
り
、
王
充
は
「
元
氣
」
を
用
い
る
こ
と
が

敷
十
回

を
下
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
繋
辞
博
」
で
「
精
氣
」
を
使
っ
た
の
は
た
だ
一
回
し
か
な
い
が
、
『
管
子
』
四
篇
で
は

か

え
っ
て
敷
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
繋
辞
傳
」
は
「
精
氣
」
を
使
う
こ
と
が
よ
り
古
く
、
『
管
子
』
四
篇
の
ほ
う

が

そ

の

後
で
あ
る
と
讃
明
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
孔
子
や
孟
子
は

「
精
氣
」
を
い
わ
な
い
し
、
老
子
や
荘
子
も
「
精
氣
」
を
用
い
な
い
。
「
精
氣
」
と
い
う
言
葉
は
學
派
的
特
徴
を

有

し
な
い
の
で
、
學
派
の
標
識
に
は
な
ら
な
い
。
「
道
」
は
も
と
よ
り
道
家
の
標
識
で
あ
る
が
、
た
だ
道
の
意
味
合
い
が
そ
れ
ぞ
れ

異

な
る
か
ら
、
特
定
の
場
合
に
の
み
道
家
の
標
識
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
各
家
の
思
想
交
流
や
概
念
の
借
用
は
よ
く
あ
る

こ
と
で
あ
り
、
一
二
の
言
葉
の
み
を
根
擦
に
し
て
し
か
じ
か
の
人
、
し
か
じ
か
の
書
物
は
某
家
、
某
派
に
属
す
る
と
確
讃
で
き
な
い
。

孔
子
は

正

名
を
語
り
、
名
家
は
名
實
を
語
る
が
、
名
家
は
儒
家
で
は
な
い
。
筍
子
も
名
實
に
つ
い
て
語
る
が
、
彼
も
名
家
で
は
な
い
。
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あ
る
人
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
“
。
「
繋
辞
傳
」
で
は
、
占
笠
が
重
ん
じ
ら
れ
る
の
に
封
し
て
、
先
秦
の
儒
家
の
場
合
は
占

笠
に

反
封
す

る
。
從
っ
て
、
「
繋
辞
傳
」
は
儒
家
の
著
作
で
は
な
い
。
一
方
、
「
繋
辞
傳
」
が
占
笈
を
重
ん
じ
る
の
は
、
田
齊
が
ト

い

を
尚
ぶ
氣
風
と
密
接
な
關
わ
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
「
繋
辞
傳
」
は
ほ
か
で
も
な
く
稜
下
の
道
家
の
著
作
で
あ
る
、
と
。

　
周

知

の

よ
う
に
、
『
老
子
』
も
『
荘
子
』
も
占
ト
を
語
ら
な
い
が
、
孔
子
及
び
そ
の
弟
子
た
ち
は
や
は
り
占
笈
に
つ
い
て
語
る
の

で

あ
る
。
儒
家
の
経
書
で
あ
る
『
周
禮
』
を
取
り
上
げ
て
も
、
「
大
卜
」
や
「
卜
師
」
、
「
鉋
人
」
、
「
占
人
」
、
「
占
夢
」
、
「
鷹
相
氏
」

な
ど
占
ト
を
語
る
篇
は
多
く
存
在
し
て
い
る
。
『
儀
禮
』
や
『
禮
記
』
、
『
春
秋
左
傳
』
も
す
べ
て
占
ト
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
ま

さ
か
こ
れ
ら
の
書
物
も
全
部
儒
家
の
著
作
で
は
な
く
、
稜
下
の
道
家
の
著
作
と
は
な
る
ま
い
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
な
ん
と
『
左
傳
』

に

記
載

さ
れ
て
い
る
占
ト
の
記
事
を
引
き
、
「
繋
辞
傳
」
と
稜
下
の
道
家
と
の
關
係
を
讃
明
し
て
い
る
の
に
“
、
儒
家
が
占
ト
を
語

ら
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
ま
さ
か
『
左
傳
』
も
儒
家
の
著
作
で
は
な
い
と
は
い
う
ま
い
。
ま
た
、
『
左
傳
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
占

ト
の
記
事
は
す
べ
て
田
齊
の
こ
と
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
多
く
は
昔
國
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
し
て
占
ト
を
語
る
だ
け
で
、
そ
れ
が

田
齊
と
密
接
な
關
わ
り
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
さ
ら
に
、
稜
下
は
「
百
家
事
鳴
」
の
場
所
で
あ
り
、
大
儒
筍
子
は
か
つ
て

そ

こ
で
祭
酒
を
三
回
も
務
め
た
こ
と
が
あ
る
。
。
從
っ
て
、
田
齊
、
稜
下
、
占
卜
、
黄
老
道
家
、
儒
家
と
い
っ
た
も
の
は
決
し
て
必

然
的
な
關
連
性
を
持
っ
て
い
な
い
。
占
ト
は
た
と
え
田
齊
と
い
さ
さ
か
の
關
わ
り
が
あ
る
と
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
占
ト
を
語
る
書
物

は

全
部
田
齊
に
關
っ
て
い
る
と
は
断
定
で
き
な
い
し
、
田
齊
に
關
わ
っ
て
い
る
書
物
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
黄
老
道
家
の
著
作
だ
と

い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
孫
腫
兵
法
』
は
『
齊
孫
子
兵
法
』
と
も
い
う
。
『
漢
書
』
藝
文
志
は
「
兵
櫨
謀
」
十
三
家
を
列
し
て
い

る
が
、
そ
の
内
の
一
家
は
『
齊
孫
子
』
八
十
九
篇
で
あ
る
。
顔
師
古
は
作
者
を
「
孫
膜
」
と
注
し
た
。
孫
臓
は
田
齊
時
代
の
威
王
の

策
士
で
、
兵
法
の
書
も
著
し
て
い
る
が
、
し
か
し
孫
臓
及
び
そ
の
兵
法
の
書
は
い
ず
れ
も
稜
下
の
道
家
あ
る
い
は
黄
老
道
家
に
入
れ

． ll一



難
い
。

　

『
詩
』
や
『
書
』
、
『
三
禮
』
、
『
春
秋
三
傳
』
は
す
べ
て
儒
家
の
経
傳
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
占
ト
に
つ
い
て
語
る
。
占
ト
は
儒
家

の

傳
統
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
る
、
優
秀
な
傳
統
で
は
な
い
と
し
て
も
。
一
二
の
文
句
を
引
用
す
る
だ
け
で
、
そ
の
ま
ま
儒
家
は
占

ト
に
反
封
し
、
占
ト
と
は
無
關
係
だ
と
断
言
す
る
こ
と
は
妥
當
で
は
な
い
。
現
在
、
以
上
の
そ
れ
ら
の
書
物
が
す
べ
て
儒
家
の
著
作

で
は

な
い
と
謹
明
で
き
る
人
は
ま
だ
い
な
い
。
影
響
の
問
題
で
あ
る
が
、
も
し
確
實
に
影
響
が
存
在
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
儒

家
の
占
ト
の
傳
統
が
稜
下
の
道
家
を
含
め
た
ほ
か
の
學
派
に
影
響
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
ど
う
し
て
占
ト
を
語
る
儒
家
の
著

作

を
稜
下
の
道
家
の
も
の
で
あ
る
と
判
定
で
き
よ
う
か
。
　
一
二
の
概
念
に
よ
る
だ
け
で
、
し
か
じ
か
の
書
物
、
し
か
じ
か
の
人
が
某

家
に
属
す
る
と
判
定
す
る
の
は
非
常
に
危
瞼
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
全
面
的
な
考
察
や
線
合
的
な
分
析
を
通
し
て
は
じ
め

て

適
切

な
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

12

三
、

道

家
の
一
観
黙
を
肯
定
す
る
だ
け
で
、
道
家
そ
の
も
の
に
な
る
の
か

　
相
當
奇
妙
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
「
『
繋
辞
傳
』
の
中
で
現
れ
て
い
る
革
新
性
や
進
取
性
及
び
開
放
的
精
神
も
日
増
し
に

衰
退

し
て
ゆ
く
魯
の
文
化
の
産
物
で
は
な
く
、
齊
國
の
社
會
文
化
的
背
景
の
あ
る
種
の
反
映
で
あ
る
は
ず
だ
」
と
（
十
六
）
。

　
こ

こ
に
い
う
「
魯
の
文
化
」
と
は
孔
孟
の
儒
學
を
指
す
。
こ
の
論
者
は
、
戦
國
時
代
に
お
け
る
儒
學
は
保
守
的
で
、
後
進
的
で
、



閉
鎖
的
で
あ
り
、
し
か
も
日
増
し
に
衰
え
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
私
に
は
そ
の
よ
う
な
判
断
は
根
援
が
乏
し
い
と
思
う
。

　
管
仲
と
子
産
は
い
ず
れ
も
儒
家
で
は
な
い
が
、
孔
子
は
管
仲
の
功
績
を
褒
め
稻
え
。
、
子
産
を
「
古
の
遺
愛
」
（
十
七
）
と
稻
し

て

い

る
。
老
子
は
道
家
の
創
始
者
で
あ
る
が
、
孔
子
は
「
道
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
相
爲
に
謀
か
ら
ず
」
（
十
八
）
と
い
う
見
解
を
持

つ

て

い
た

に

も
か
か
わ
ら
ず
、
謙
虚
に
老
子
に
禮
を
問
う
た
Q
。
孔
子
が
周
公
の
廟
に
入
り
、
禮
器
に
つ
い
て
一
々
人
に
尋
ね
た
⑫
。

多
く
の
有
識
者
に
學
び
、
學
に
常
の
師
無
き
。
孔
子
は
、
「
三
人
行
け
ば
、
必
ず
我
が
師
有
り
」
と
い
う
（
十
九
）
。
こ
れ
が
「
開
放

的
精
神
」
で
な
い
と
い
う
の
か
。
　
一
髄
何
の
閉
鎖
性
が
あ
ろ
う
か
。

　
孔

子

の

儒
學
は

戦

國
時
代
に
お
い
て
、
天
下
を
風
靡
し
、
「
顯
學
」
Q
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
秦
の
焚
書
坑
儒
と
い
う
洗
禮
を
経

て
、
漢
代
に
至
り
、
掲
尊
さ
れ
る
地
位
に
躍
り
出
た
。
そ
し
て
あ
ま
ね
く
高
く
評
債
さ
れ
、
尊
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
「
天
子
王
侯
自

り
、
中
國
の
『
六
藝
』
を
言
う
者
は
夫
子
に
折
中
す
、
至
聖
と
謂
う
べ
し
」
と
（
二
十
）
。
漢
代
以
後
、
孔
子
の
聖
人
的
地
位
は
二

千

除
年
も
維
持
さ
れ
て
き
た
。
漢
民
族
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
少
敷
民
族
の
聖
人
で
も
あ
る
。
孔
子
廟
に
は
元
と
清
の
皇
帝
が
立

て

た

石
碑
が

残
っ
て
い
る
。
今
、
東
ア
ジ
ア
の
漢
字
文
化
圏
の
み
な
ら
ず
、
欧
米
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
し
か
し
奇
妙
な
こ

と
に
、
こ
の
よ
う
な
多
大
な
影
響
力
を
持
つ
孔
子
の
儒
學
は
二
千
鯨
年
前
の
戦
國
時
代
に
お
い
て
、
ど
う
し
て
す
で
に
「
日
増
し
に

衰
退
し
」
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
二
千
年
の
間
も
衰
え
て
き
た
の
に
、
儒
學
は
今
か
え
っ
て
流
行
り
出
し
、
更
な

る
廣
い
地
域
へ
傳
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
髄
ど
う
解
鐸
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
儒
學
は

絶

え
ず
豊
か
に
な
り
、
襲
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
孟
子
の
唱
え
る
性
善
説
は
孔
子
の
い
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
が
、
孟
子
は
儒
家
の
亜
聖
た
る
こ
と
を
失
わ
な
い
。
筍
子
は
孟
子
に
反
し
、
性
悪
説
を
掲
げ
て
い
て
も
、
依
然
と
し
て
戦
國
後
期

の
大

儒
で

あ
る
。
漢
代
の
董
仲
箭
は
「
始
め
て
陰
陽
を
推
し
」
た
が
。
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
歴
史
家
に
「
群
儒
の
首
」
と
柄
さ
れ
た
。

．
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宋

代
の

朱
子
は

幾
ら
か
の
佛
學
や
道
家
の
思
想
を
融
合
し
た
が
、
や
は
り
公
認
さ
れ
た
大
儒
に
愛
わ
り
は
な
い
。
も
し
、
孔
子
の
思

想
以
外
は

す
べ
て
儒
家
の
思
想
で
は
な
い
と
考
え
、
あ
る
い
は
孔
子
の
い
っ
て
い
な
い
こ
と
を
い
い
出
し
た
人
々
を
一
人
残
ら
ず
全

員
儒
家
か
ら
排
除
す
る
な
ら
ば
、
本
來
開
放
的
な
儒
家
を
閉
鎖
的
な
も
の
に
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
閉
鎖
性
は
儒

家
の
固
有
的
な
も
の
で
は
な
く
、
後
人
が
意
圖
的
に
強
い
て
加
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
孔
子
の
儒
家
は
博
學
を
以
て
世
に
よ
く
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
博
學
は
「
學
を
好
み
深
く
思
う
」
。
こ
と
や
「
學
に
常
の
師
無
き
」
Q
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
當

然
の
こ
と
と
し
て
、
多
く
の
學
派
の
思
想
を
吸
牧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
儒
家
が
も
し
他
人
の
思
想
を
學
び
、
他
人
の
創
出

し
た
概
念
を
用
い
た
な
ら
ば
、
儒
家
に
は
敷
え
ら
れ
ず
、
ほ
か
の
某
家
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
も
人
爲
的
に
儒
家
を
封
鎖
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
う
し
て
封
鎖
し
た
結
果
、
秦
漢
以
後
の
二
千
除
年
の
中
國
歴
史
上
で
は
一
人
の
儒
家
も
い
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
孔

子
は

「
無

爲
」
や
「
正
名
」
を
語
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
研
究
者
の
見
解
に
從
う
な
ら
ば
、
道
家
か
名
家
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
孟
子

が

「
民

貴
く
君
輕
し
」
Q
と
主
張
し
て
い
る
の
は
儒
家
の
尊
卑
の
階
級
観
念
に
背
く
し
、
筍
子
が
「
天
命
を
制
し
之
を
用
い
る
」
Q

と
主
張
し
て
い
る
の
は
孔
子
の
い
う
「
天
命
を
畏
る
」
Q
思
想
に
背
く
。
彼
ら
も
全
部
儒
家
で
な
く
な
る
。
儒
家
と
は
果
た
し
て
そ

の

よ
う
に
純
に
し
て
純
な
る
「
怪
物
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
國
の
敷
千
年
の
歴
史
上
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
純
に
し
て
純
な
る

儒
家
が

存
在
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
基
準
で
は
、
中
國
に
は
も
と
よ
り
儒
家
な
ど
存
在
し
な
い
。
儒
家
を
抽
象
化
、
概
念
化
し

て
、
そ
れ
を
以
て
實
在
し
た
人
物
を
審
査
す
る
な
ら
ば
、
理
想
的
な
、
合
格
で
き
る
儒
家
な
ど
一
人
も
い
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な

思

考
法
は
、
極
左
思
想
が
支
配
的
で
あ
る
時
代
に
し
ば
し
ば
出
現
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
無
敷
の
冤
罪
や
罪
の
で
っ
ち
上
げ
、
誤
審
を

引
き
起
こ
し
や
す
い
思
考
経
路
で
あ
る
。
現
在
の
世
の
中
で
は
、
冤
罪
や
罪
の
で
っ
ち
上
げ
、
誤
審
は
減
っ
た
が
、
歴
史
上
の
人
物

に

封

し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
は
私
の
祈
願
で
あ
る
。
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お
わ

り
に

　
道

家
の
人
物
は
ど
の
時
代
に
も
多
く
、
そ
の
典
籍
も
汗
牛
充
棟
で
あ
る
。
『
道
藏
』
だ
け
で
も
、
一
千
鯨
種
、
四
千
除
巻
の
著
述

が

牧

め
ら
れ
て
い
る
。
任
縫
愈
氏
と
鐘
肇
鵬
氏
を
中
心
に
編
纂
し
た
『
道
藏
提
要
』
o
だ
け
で
も
厚
い
大
冊
で
一
百
鯨
萬
字
倒
に
の

ぼ

る
。
道
家
や
道
教
の
典
籍
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
ま
だ
多
く
あ
り
、
深
く
掘
り
下
げ
る
必
要
の
あ
る
も
の
や
債
値
の
あ
る

内
容
は
な
お
多
く
存
在
す
る
。
道
家
や
道
教
を
研
究
す
る
人
は
こ
う
し
た
分
野
に
身
を
入
れ
て
は
、
と
私
は
考
え
る
。
儒
家
の
人
物

を
一
人
ず
つ
道
家
の
そ
れ
に
愛
え
、
儒
家
の
著
作
を
一
冊
ず
つ
道
家
の
そ
れ
に
轄
化
す
る
こ
と
に
精
を
出
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ

の

よ
う
な
作
業
で
は
道
家
の
主
幹
的
地
位
を
樹
立
で
き
る
か
ど
う
か
、
疑
わ
し
い
。
「
榑
化
」
の
作
業
に
從
事
す
る
の
は
精
力
を
む

だ

に

す

る
一
方
、
混
齪
も
巻
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
研
究
は
値
打
ち
が
な
い
と
私
は
思
う
。

一 15一

○

課
者
の

言
葉

　
こ
の
論
文
は
周
桂
釦
氏
「
道
家
新
成
員
考
辮
－
兼
論
『
易
・
繋
辞
』
不
是
道
家
著
作
」
（
『
周
易
研
究
』
一
九
九
三
年
第
一
期
、
［
線

第
十
五

期
］
、
　
一
頁
～
五
頁
．
二
十
六
頁
）
の
全
課
で
あ
る
。
古
典
引
用
部
分
の
訓
讃
は
著
者
の
解
稗
に
從
い
、
施
し
て
い
る
。
な



お
、
原
注
は
文
中
に
漢
敷
字
を
用
い
て
表
示
し
、
課
注
は
ア
ラ
ビ
ア
敷
字
で
表
記
す
る
。

原

注
（
一
）

熊
鐵
基
『
秦
漢
新
道
家
略
論
稿
』
、
三
垣
↓
篇
名
表
明
、
作
者
認
爲
道
是
天
地
萬
物
的
基
礎
、
是
事
物
的
本
原
。
這
就
是
『
老

　
　
　
子
』
『
天
地
之
始
』
・
『
萬
物
之
母
』
的
意
思
。
」
（
六
十
九
頁
、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
三
月
）
。

（
二
）
『
漢
書
』
董
仲
野
傳
、
「
諸
不
在
六
藝
之
科
・
孔
子
之
術
者
、
皆
絶
其
道
、
勿
使
並
進
。
」

（
三
）
『
論
衡
』
超
奇
篇
、
「
文
王
之
文
在
孔
子
、
孔
子
之
文
在
仲
箭
。
」

（
四
）
『
春
秋
董
氏
學
』
自
序
、
「
因
董
子
以
通
『
公
羊
』
、
因
『
公
羊
』
以
通
『
春
秋
』
、
因
『
春
秋
』
以
通
『
六
経
』
、
而
窺
孔
子

　
　
　
之

道
」
、
「
若
微
董
生
、
安
從
復
窺
孔
子
之
大
道
哉
」
（
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
七
月
）
。

（
五
）
周
玉
燕
、
呉
徳
勤
「
試
論
道
家
思
想
在
中
國
傳
統
文
化
中
的
主
幹
地
位
」
（
『
哲
學
研
究
』
一
九
八
六
年
第
九
期
、
二
十
頁
）
、

　
　
　

「
道
家
思
想
在
中
國
傳
統
文
化
中
的
主
幹
地
位
。
」

（
六
）
『
論
語
』
衛
璽
公
篇
、
「
道
不
同
、
不
相
爲
謀
。
」

（
七
）
『
新
語
』
懐
慮
篇
、
「
道
不
本
於
天
地
、
可
言
而
不
可
行
也
、
可
聴
而
不
可
傳
也
、
可
口
翫
而
不
可
大
用
也
。
」

（
八
）
『
漢
書
』
董
仲
辞
傳
、
「
道
之
大
原
出
於
天
」
、
「
聖
人
法
天
而
立
道
。
」

（
九
）
『
論
語
』
衛
璽
公
篇
、
「
子
日
、
無
爲
而
治
者
、
其
舜
也
與
。
夫
何
爲
哉
。
恭
己
正
南
面
而
已
　
。
」

（十
）
『
老
子
』
第
三
十
八
章
、
「
禮
者
、
齪
之
首
也
」
、
同
書
第
十
二
章
、
「
五
音
令
人
耳
聾
。
」
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（十
一
）

（
十
二
）

（十
三
）

（
十
四
）

（
十
五
）

（
十
六
）

（
十
七
）

（
十
八
）

（
十
九
）

（
二
十
）

＿＿詳
21注

『
老

子
』
第
八
十
章
「
小
國
寡
民
」
、
「
鶏
犬
之
聲
相
聞
、
民
至
老
死
、
不
相
往
來
。
」

『
史
記
』
曹
相
國
世
家
、
「
不
事
事
」
、
「
不
治
事
」
。

『
論

語
』
子
路
篇
、
「
其
身
正
、
不
令
而
行
。
」

陳
鼓
慮
「
論
『
繋
辞
傳
』
是
稜
下
道
家
之
作
－
五
論
『
易
博
』
非
儒
家
典
籍
」
（
三
頁
、
『
周
易
研
究
』
　
一
九
九
二
年
第

二
期

［総
第
十
二
期
］
）
。

張
岱
年

『
中
國
哲
學
史
史
料
學
』
、
二
十
　
～
二
十
四
頁
、
三
聯
書
店
、
一
九
八
二
年
六
月
。

前

掲

陳
鼓
磨
「
論
『
繋
辞
傳
』
是
稜
下
道
家
之
作
ー
五
論
『
易
傳
』
非
儒
家
典
籍
」
（
三
頁
）
、
「
『
繋
僻
』
中
所
表
現
的

革
新
性
．
進
取
性
及
開
放
精
神
、
也
不
是
日
愈
衰
退
的
魯
文
化
的
産
物
、
當
是
齊
國
社
會
文
化
背
景
的
一
種
反
映
。
」

『
左
傳
』
昭
公
二
十
年
、
「
及
子
産
卒
、
仲
尼
聞
之
、
出
涕
日
、
古
之
遺
愛
也
。
」

前

出
の
注
（
六
）
を
参
照
。

『
論

語
』
述
而
篇
、
三
二
人
行
、
必
有
我
師
焉
。
」

『
史
記
』
孔
子
世
家
、
「
自
天
子
王
侯
、
中
國
言
『
六
藝
』
者
折
中
於
夫
子
、
可
謂
至
聖
　
。
」

『史
記
』
陸
買
傳
、
「
陸
生
時
時
前
説
稽
『
詩
』
・
『
書
』
。
」

「
天
地
之

始
」
・
「
萬
物
之
母
」
は
い
ず
れ
も
『
老
子
』
第
　
章
の
語
で
あ
る
。
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（
3
）
囮
：
原
文
は
関
字
と
し
て
表
示
さ
れ
た
が
、
王
利
器
『
新
語
校
注
』
（
三
〇
～
三
十
一
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
八
月
）

　
　
の

校

訂
に

握

っ

て
、
「
彰
」
の
字
を
補
う
。
ま
た
、
『
喩
林
』
春
七
十
八
の
臣
術
門
の
引
用
も
「
烈
士
以
義
彰
其
名
」
に
作

　
　
っ
て
い
る
。

（
4
）
『
漢
書
』
董
仲
辞
傳
、
「
少
治
『
春
秋
』
、
孝
景
時
爲
博
士
。
」

（
5
）
『
漢
書
』
董
仲
針
傳
、
「
仲
箭
遭
漢
承
秦
滅
學
之
後
、
六
経
離
析
、
下
帷
襲
憤
、
潜
心
大
業
、
令
後
學
者
有
所
統
壼
、
爲
群

　
　

儒
首
。
」

（
6
）

（
7
）

『
漢

書
』
五
行
志
上
、
「
漢
興
、
承
秦
滅
學
之
後
、
景
・
武
之
世
、
董
仲
舘
治
『
公
羊
春
秋
』
、
始
推
陰
陽
、
爲
儒
者
宗
。
」

こ
の
記
述
は
誤
解
で
あ
る
。
著
者
は
『
董
學
探
微
』
（
三
九
〇
頁
、
北
京
師
範
大
學
出
版
社
、
一
九
八
九
年
一
月
）
に
お
い

て

も
「
朱
喜
…
稻
董
仲
辞
爲
醇
儒
」
を
い
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
誤
解
は
、
康
有
爲
『
春
秋
董
氏
學
』
自
序
「
朱
子
通
論
三

代
人

物
、
濁
推
董
生
爲
醇
儒
」
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
實
際
、
朱
子
は
董
仲
辞
を
醇
儒
と
稻
し
た
こ
と
が
な
い
。

例
え
ば
、
『
朱
子
語
類
』
巻
八
十
七
、
「
漢
儒
最
純
者
莫
如
董
仲
針
、
仲
箭
之
文
最
純
者
莫
如
『
三
策
』
」
や
巻
一
百
三
十
七

「
漢
儒
惟
董

仲
箭
純
梓
、
其
學
甚
正
、
非
諸
人
比
。
只
是
困
善
、
無
精
彩
、
極
好
庵
也
只
有
『
正
義
』
．
『
明
道
』
雨
句
」
、

「
只
有
董
仲
寄
資
質
純
良
、
摸
索
道
得
敷
句
著
、
如
『
正
誼
不
謀
利
』
之
類
。
然
亦
非
官
眞
見
得
這
道
理
。
」
班
固
は
『
漢
書
』

叙
傳
下

で
、
は
じ
め
て
董
仲
野
を
「
爲
世
純
儒
」
と
稻
し
た
が
、
宋
學
者
の
中
で
、
董
仲
野
を
醇
儒
と
評
し
た
の
は
宋
末
の

サ
起

幸

で

あ
る
。
『
資
治
通
襲
綱
目
』
巻
四
上
、
漢
武
帝
壬
寅
二
年
條
「
趙
縮
王
戚
下
吏
自
殺
丞
相
嬰
太
尉
蛤
免
申
公
免
蹄

以

石
建

爲
郎
中
令
石
慶
爲
内
史
」
の
項
に
お
い
て
、
サ
起
華
『
獲
明
』
は
「
武
帝
名
爲
好
儒
、
所
用
特
紺
・
減
輩
爾
、
仲
舘

醇

儒
、
乃
棄
之
侯
國
、
殆
與
葉
公
好
龍
何
異
」
と
い
う
。
後
世
の
人
、
特
に
清
末
の
公
羊
學
者
は
誤
っ
て
朱
子
の
襲
言
と
理
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解

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
董
仲
舘
を
顕
揚
し
た
。
康
有
爲
以
外
、
皮
錫
瑞
『
経
學
通
論
』
春
秋
通
論
「
論
董
子
之
學
最
醇
微
言

大

義
存
於
董
子
之

書
不
必
驚
爲
非
常
異
義
」
條
も
「
孟
子
之
後
、
董
子
之
學
最
醇
。
朱
子
柄
仲
針
爲
醇
儒
。
」
と
い
う
。

『
漢
書
』
董
仲
辞
傳
、
「
天
不
愛
、
道
亦
不
愛
。
」

原
文

は

「
故
無

爲
也
、
乃
無
爲
也
」
と
作
る
が
、
「
不
」
の
字
を
補
っ
た
。
な
お
、
『
老
子
』
で
は
第
三
十
七
章
「
道
常
無

爲
而
無
不
爲
」
と
い
い
、
第
四
十
八
章
「
無
爲
而
無
不
爲
」
と
い
う
。

原
文

は

『
老

子
』
か
ら
の
節
引
で
あ
る
が
、
『
老
子
』
第
三
十
八
章
は
「
夫
禮
者
、
忠
信
之
薄
、
而
齪
之
首
」
と
な
っ
て
い

る
。原

文
、
「
移
風
易
俗
、
豊
家
至
之
哉
。
先
之
於
身
而
已
　
。
」
　
ま
た
、
「
移
風
易
俗
」
の
四
字
の
み
『
孝
経
』
廣
要
道
章
に

見

え
る
孔
子
の
語
で
あ
る
。

『
史
記
』
曹
相
國
世
家
、
「
日
夜
飲
醇
酒
。
卿
大
夫
已
下
吏
及
賓
客
見
参
不
事
事
、
來
者
皆
欲
有
言
。
至
者
、
参
軌
飲
以
醇

酒
、
閲
之
、
欲
有
所
言
、
復
飲
之
、
酔
而
後
去
、
終
莫
得
開
説
、
以
爲
常
。
相
舎
後
園
近
吏
舎
、
吏
舎
日
飲
歌
呼
。
從
吏
悪

之
、
無
如
之
何
、
乃
請
参
游
園
中
、
聞
吏
醇
歌
呼
、
從
吏
幸
相
國
召
按
之
、
乃
反
取
酒
張
坐
飲
、
亦
歌
呼
與
相
磨
和
。
」

『
史
記
』
曹
相
國
世
家
、
「
参
子
窟
爲
中
大
夫
。
恵
帝
怪
相
國
不
治
事
、
以
爲
豊
少
朕
與
。
乃
謂
密
日
、
若
蹄
、
試
私
從
容

問
而
父
日
、
高
帝
新
棄
華
臣
、
帝
富
於
春
秋
、
君
爲
相
、
日
飲
、
無
所
請
事
、
何
以
憂
天
下
乎
。
然
無
言
吾
告
若
也
。
窟
既

洗
沐

蹄
、
間
侍
、
自
從
其
所
諌
参
。
参
怒
、
而
答
密
二
百
、
日
、
趣
入
侍
、
天
下
事
非
若
所
當
言
也
。
」

『
易
』
繋
辞
上
、
「
精
氣
爲
物
、
遊
魂
爲
愛
、
是
故
知
鬼
神
之
情
状
。
」

『
春
秋
繁

露
』
王
道
篇
「
春
秋
何
貴
乎
元
而
言
之
。
元
者
、
始
也
、
言
本
正
也
。
道
、
王
道
也
。
王
者
、
人
之
始
也
。
王
正
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則

元
氣
和

順
、
風
雨
時
、
景
星
見
、
黄
龍
下
。
王
不
正
、
則
上
猶
天
、
賊
氣
並
見
」
、
天
地
之
行
篇
「
親
聖
近
賢
、
若
神
明

皆
聚
於
心

也
。
上
下
相
承
順
、
若
肢
髄
相
爲
使
也
。
布
恩
施
恵
、
若
元
氣
之
流
皮
毛
膜
理
也
。
」

陳
鼓
雁
「
論
『
繋
辞
博
』
是
稜
下
道
家
之
作
ー
五
論
『
易
傳
』
非
儒
家
典
籍
」
（
五
頁
）
を
参
照
。
な
お
、
後
に
陳
氏
『
易

傳
與
道

家
思
想
』
（
台
溝
商
務
印
書
館
版
、
一
九
九
三
年
。
三
聯
書
店
版
、
一
九
九
六
年
七
月
。
ま
た
、
北
京
商
務
印
書
館
、

二
〇

〇

七
年

四
月
修
訂
版
）
に
牧
め
ら
れ
る
。

陳
鼓
慮
「
論
『
繋
鮮
傳
』
是
稜
下
道
家
之
作
ー
五
論
『
易
傳
』
非
儒
家
典
籍
」
（
三
～
五
頁
）
を
参
照
。

『
史
記
』
筍
子
列
博
、
「
齊
裏
王
時
、
而
荷
卿
最
爲
老
師
。
齊
尚
脩
列
大
夫
之
訣
、
而
荷
卿
三
為
祭
酒
焉
。
」

『
論

語
』
憲
問
篇
、
「
問
管
仲
。
日
、
人
也
、
奪
伯
氏
餅
邑
三
百
、
飯
疏
食
、
没
歯
無
怨
言
」
、
「
子
貢
日
、
管
仲
非
仁
者
與
、

桓
公
殺
公
子

糾
、
不
能
死
、
又
相
之
。
子
日
、
管
仲
相
桓
公
、
覇
諸
侯
、
一
匡
天
下
、
民
到
於
今
受
其
賜
、
微
管
仲
、
吾
其

被
髪
左
社
　
。
量
若
匹
夫
匹
婦
之
為
諒
也
、
自
経
於
溝
漬
而
莫
之
知
也
。
」

こ
の
事
跡
は
『
史
記
』
孔
子
世
家
や
老
子
列
傳
に
見
え
る
。

『
論

語
』
八
借
篇
、
「
子
入
太
廟
、
毎
事
問
。
」
同
じ
記
述
は
郷
薫
篇
に
も
見
え
る
。

學
無
常
師
：
『
論
語
』
子
張
篇
、
「
衛
公
孫
朝
間
於
子
貢
日
、
仲
尼
焉
學
。
子
貢
日
、
文
・
武
之
道
、
未
墜
於
地
、
在
人
。

賢
者
識
其
大
者
、
不
賢
者
識
其
小
者
、
莫
不
有
文
・
武
之
道
焉
。
夫
子
焉
不
學
。
而
亦
何
常
師
之
有
。
」
孔
安
國
注
、
「
無

所
不
從

學
、
故
無
常
師
。
」
ま
た
、
『
論
語
』
述
而
篇
、
「
子
日
、
三
人
行
、
必
有
我
師
焉
、
揮
其
善
者
而
從
之
、
其
不
善
者

而

改

之
。
」
何
曇
『
集
解
』
は
「
言
我
三
人
行
、
本
無
賢
愚
、
揮
善
從
之
、
不
善
改
之
、
故
無
常
師
。
」
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『
韓
非

子
』
顯
學
篇
、
「
世
之
顯
學
、
儒
・
墨
也
。
儒
之
所
至
、
孔
丘
也
。
墨
之
所
至
、
墨
奮
也
。
」

始
推
陰
陽
：
前
出
の
注
（
6
）
を
参
照
。

好
學
深
思
：
『
史
記
』
五
帝
本
紀
、
「
『
書
』
訣
有
聞
　
、
其
軟
乃
時
時
見
於
他
説
。
非
好
學
深
思
、
心
知
其
意
、
固
難
爲
淺

見
寡
聞
道
也
。
」

前
出
の
注
（
2
2
）
を
参
照
。

『
孟

子
』
蓋
心
下
、
「
孟
子
日
、
民
爲
貴
、
社
稜
次
之
、
君
爲
輕
。
」

制
天
命
而
用
之
：
『
筍
子
』
天
論
篇
「
大
天
而
思
之
、
執
與
物
畜
而
制
之
。
從
天
而
頒
之
、
執
與
制
天
命
而
用
之
。
望
時
而

待

之
、
執
與
慮
時
而
使
之
。
因
物
而
多
之
、
執
與
騎
能
而
化
之
。
思
物
而
物
之
、
執
與
理
物
而
勿
失
之
也
。
願
於
物
之
所
以

生
、
敦
與
有
物
之
所
以
成
。
故
錯
人
而
思
天
、
則
失
萬
物
之
情
。
」

『
論

語
』
季
氏
篇
、
「
孔
子
日
、
君
子
有
三
畏
、
畏
天
命
、
畏
大
人
、
畏
聖
人
之
言
。
小
人
不
知
天
命
而
不
畏
也
、
押
大
人
、

侮
聖
人
之
言
。
」

任
纏

愈
主

編
、
鐘
肇
鵬
副
主
編
『
道
藏
提
要
』
、
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
一
年
七
月
初
版
。
な
お
、
本
書
の
第
三

回

修
訂
版
は

二
〇

〇
五
年
十
二
月
に
出
版
さ
れ
た
。

原
文

は

「

一
千
除
萬
字
」
と
し
て
い
る
が
、
『
道
藏
提
要
』
（
第
三
回
修
訂
版
）
の
版
灌
頁
の
字
敷
表
示
「
一
二
八
九
千
字
」

に

よ
っ
て
、
課
を
改
め
た
。
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